
技術分野／ 情報通信   

（テーマ名）マルチメディアに柔軟に適応する自然言語処理基盤の構築

 

（シーズ概要） 

デジタル収録可能な高機能・高性能なビデオカメラや録音装置が一般化されたことにより、言語

コミュニケーションの場に様々な電子機器が介在する可能性が増えています。しかし、例えば、

録画したビデオから、特定の場面を検索しようとしても、インターネット上の全文検索のように

簡単に検索できません。つまり、言葉と当該のオブジェクトを結びつける技術は未だ発展途上で

す。 

マルチメディア化されたオブジェクトと人間の言葉を結びつけるには、機械にも利用可能な言葉

の辞書（データベース）やその辞書を用いた処理モデルの構築といった自然言語処理基盤の構築

が必要です。地道な大学での研究に、具体的な応用対象の場を与え、基盤を共同構築すること

は、競争力をもつ技術に育つシーズとして大いに有望であると考えます。 

 

（研究成果の産業への展開例） 

対話ロボット、対話型インターフェース 
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